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極集広報委員会

「
P
T
A

会
長
の
ご
挨
拶
」

P
T
A

会
長

平
野
秀
忠

い
つ
、
も
P
T
A

活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す

。

先
般
行
わ
れ
た
総

会
の
承
認
に
よ
り

平
成
2
9

年
度
の
会
長
職
に
就
き
ま
し
た

平
野
と
申
し
ま
す
。

私
は
、
西
葛
西
小
学
校
の
卒
業
生
で
す

。

卒
業
生
と
し
て
も
、
こ
の
西
葛
西
小
学
校

の
P
T
A

活
動
に
携
わ
れ
る
こ
と
を
大
変

う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す

。

ま
た

P
T
A

活
動
を
通
じ
て
感
じ
る
こ

と
は
、
小
学
生
の
頃
に
充
実
し
た
学
校
生

活
が
送
れ
て
い
た
の
は
、
先
生
方
や
保
護

者
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
楽
し

い
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
役
員
の
方
、

先
生
方
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ

せ
て
運
営
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す

。

一
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す

。

PT A広報(1）平成 2 9 年 6 月 5 日

「
校
長
先
生
の
ご
挨
拶
」

校
長
鈴
木
陽

四
月
一
日
付

を
も
ち
ま
し
て

校
長
と
し
て
着

任
い
た
し
ま
し

た
、
鈴
木
陽
一

（
す
ず
き
ょ
う

い
ち
）
で
す

。

区
内
の
松
江
第

三
中
学
校
よ
り
移
動
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
私
は
昨
年
度
ま
で
の
三
十
数
年
間
、

中
学
校
の
教
員
と
し
て
勤
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
初
め
て
の
小
学

校
勤
務
と
な
り
ま
す
が
、
前
任
の
山
下

靖
男
校
長
先
生
が
築
い
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
西
葛
西
小
学
校
の
素
晴
ら
し
い
校

風
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
前
進
・
発
展

さ
せ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

中
学
校
で
の
指
導
経
験
を
活
か
し
、

義
務
教
育
の
基
礎
を
し
っ
か
り
と
身
に

付
け
た
児

童
の
健
全
な
育

成
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
保
護
者
・
地
域
の
皆
さ

ま
に
は
、
学
校
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
今
年
度
も

は
り
き
っ
て
い
ま
す
。
」

副
校
長
篠
津
章
子

西
葛
西
小
学
校

で
見
る
桜
は
二
回

目
に
な
り
ま
し
た

。

そ
し
て
今
年
度
も

P
T
A

副
会
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す

。

昨
年

は
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
保
護
者
や
地
域
の

皆
さ
ま
と
、
西
葛
西
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
の
優
し
さ
に
触
れ
た
り
、
が
ん
ば
る
と

こ
ろ
で
は
粘
り
強
く
が
ん
ば
る
姿
を
応
援

し
、
充
実
で
き
ま
し
た

。
今
年
度
も
子
ど

も
た
ち
が
明
る
く
生
き
生
き
と
学
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
保
護
者
や
、
地
域
の
皆

さ
ま
と
学
校
を
つ
な
ぐ
窓
口
と
し
て
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

。

さ
て
、
入
学
式
・
始
業
式
か
ら
早
一
カ

月
、
ど
の
学
年
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の

学
習

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
る
い
笑

顔
の
あ
い
さ
つ
が
聞
こ
え
ま
す

。

休
憩
時

間
は
校
庭
で
は
つ
ら
つ
と
遊
び
、
チ
ャ
イ

ム
と
同
時
に
気
持
ち
を
切
り
替
え
学
習
に

向
か
う
姿
は
立
派
で
す
。
こ
れ
か
ら
始
ま

る

P
T
A

活
動
や
地
域
行
事
、
学
校
応
援

団
の
活
動
が
さ
ら
に
充
実
す
る
よ
う
励
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ミ必イミ必
離任式
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今年度離任された 8名の先生方

五
月
二
日
、
本
校
体
育
館
に
て
、

転
出
・
退
職
さ
れ
た
先
生
方
を
お
迎

え
し
て
、
離
任
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

鈴
木
校
長
先
生
か
ら
の
ご
紹
介

の
後
、
お
一
人
お

一
人
に
代
表
児
童

よ
り
感
謝
の
言
葉
と
花
束
が
贈
ら

れ
ま
し
た

。

感
極
ま
っ
て
泣
き
な
が

ら
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
る
児
童
に
、

誰
も
が
感
動
を
覚
え
ま
し
た

。

先
生

方
か
ら
は
、
西
葛
西
小
学
校
で
の
思

い
出
や
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
温
か
い

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た

。

最
後
は
全
員
で
校
歌
斉
唱
を
し
、

子
ど
も
た
ち
が
作
る
花
の
ア
！
チ

を
く
ぐ
っ
て
退
場
さ
れ
ま
し
た
。
体

育
館
の
外
に
は
卒
業
生
も
か
け
つ

け
、
名
残
惜
し
そ
う

に
い
つ
ま
で
も

先
生
た
ち
を
囲

ん
で
い
ま
し
た

。

感
謝
の
気
持
ち

と
感
動
に
満
ち

あ
ふ
れ
る
離
任

式
で
し
た
。川

町

花のアーチをくぐる山下先生
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宮
川
先
生

〆
一

中
学

一
年
生
の
時
か
ら

一
一

今
日
ま
で
日
記
を
書
き

一
一

続
け
て
い
ま
す

。
一
←

ー
ー

2

森
長
先
生

一
一

採
血
出
来
ま

す
。
一
一

パ
ソ
コ

ン
得
意
で
す

口
一
一

ド
ラ
え
も
ん

描
け
ま

←
一

す
。
一
一

1
1
3

藤
原
先
生

一
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献
血
に
よ
く
行

き

ま

一
一

-
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平成 2 9年 6月 5 日 （2 )

一
言
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
こ
れ
だ
け
は

、

自
慢

で
き
ま
す
！
」

教
職
員
紹
介
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一
＼
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一
札
｝
／
一

由

民
年
ず

二

一戸
4

～

一
一

一
一企
一

一

回
一
右
か
ら

一

一
～

4
1
1

宮
崎
先
生

一

旬
一
私
は
音
楽
が
大
好
き
で
、
よ
く

一

一
ピ
ア
ノ
を
弾

い
た
り
し
ま
す

。
一

一
4
1
2

近
野
先
生

一

一
実
は
、
お
菓
子
作
り
が
好
き

ん

可
一で
、
チ
l

ズ
ケ
l

キ
が
得
意
で

一

一

す
口

ん
4
1
3

高
橋
先
生

一

一
旅
行
が
大
好
き
で
す

。

残
り
一

一

一
県

（
山
口
県
）
で
4
7

都
道
府

一

一

県
達
成
し
ま
す

！
！

．

一
4
1
4

向
井
先
生

一

一
体
を
動
か
す
こ
と
、
特
に
パ
ス

一

一
ケ
が
好
き
で
す

。
－

,, 
/ 
I 
I 

| 絹ヨ , 
/ .. 
／闘

： ／ 哨 ‘・
I _,- 冨耐

に ~ ''"' ， －ーー唖ー－ ... 量・
I ・・ ・・ e・・ ・a・ ’・E ’...! 岨ロ 踊 刷鼻－：·！・”グ品－
I ・ー -._.. .. ; ” 時 幽 ”
t 』見慣 完封 V B・．ー『 省・＂＇
I Iii窓

I :I見a・ 2齢

、

、

、、

‘・・ - . 

2
1
1

渡
部
先
生

ラ

ッ
プ

、

ア
カ
ペ
ラ
、

ボ
イ
ス
パ
ー

カ
ッ
シ

ョ

ン
！

2
1
2

野
原
先
生

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
で

す
。

2
1
3

大
久
保
先
生

学
生
時
代
、
部
活
で
毎

日

倒
立
歩
き

を
5
0

メ

ー
ト

ル
し
て

い
た
こ
と

で
す
！

2
1
4

関
先
生

学
生
の
と
き
、
回
転
ず

し
で
5

0

皿
食
べ
た
こ

と
あ

り
ま

す
！

2
1
5

石
田
先
生

声
の
大

き
さ

！

元
気
い
っ
ぱ
い

が
ん
ば

り

ま

す
。

3
1
3

山
根
先
生

ノ

部
屋
に
飾
る
リ

l

ス
作

〆

り
が
得
意
で
、
リ
ボ
ン

一

を

使
う
の
が
好
み
で

一

す
。

3
1
4

高
橋
先
生

一

江
東
区
に
あ
る
公
園

一

に
、

ほ
と
ん
ど
行
っ
た

一

こ
と

。
（
約
2

0
0

あ

巴

り
ま
す
）

3
1
2

磯
前
先
生

一

縄
跳
び
が
得
意
で
、
交

一

差
二
重
跳
び
ゃ
三
重
跳

一

び
が
で

き

ま
す
。
ん

3
1
1

森
先
生

一

野
球
で

す
。

し

か
し

一

年
々
体
力
の
｝

一

衰
え
を

感
じ
由

d

ま

す
が
・

4
同
k
、

算
数

一
好
先
生

「
音
楽
鑑
賞
、
」
レ

コ
ー

ド
で
ジ
ャ
ズ

を
聴
く

の
が
大
好
き
で
す
。

音
楽
船
越
先
生

海
の
中
で

ゴ
l

グ
ル

な
し
で
目
を
開
け
て

泳
ぐ
こ

と

、
が
で
き

る
！

！

図
工
石
上
先
生

に
お
い
で
カ
ゼ
や
体

調
の
悪
い
人
の
気
配

を
感
じ
る
こ

と

が
で

き
る
こ
と
が
自
慢
で

す
。

家
庭
科
長
谷
川
先
生

甘
い
物
が
大
好

き

で

す
。

特
に
チ
ヨ
コ
に
は

目
が
あ
り
ま

せ
ん
。

算
数
中
山
先
生

テ
ニ
ス
、
卓
球
、
ス
イ

ミ
ン
グ
：
・
見
た
目
に

似
合
わ
ず
ア
ク

テ
ィ

ブ
に
活
動

し

て

い
ま

す

進弘採

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

f
J

セ
ラ
l

中
村
先
生

ノ

何
か
あ
っ

て
も
す
ぐ
に

J

寝
ら
れ
る

こ

と
が
自
慢

一

で
す
。
一

音
楽
笹
谷
先
生

一

料
理
＆
お
菓
子
作
り

！

一

ジ
ム
で

3

0

分
止
ま
ら

一

ず
に
泳
ぐ
（
週

2
1
3

一

回
）。

養
護
浪
波
先
生

一

自
慢
と
ま
で
は
言
え
ま

一

せ
ん
が
、
子
供
の
キ
ヤ

一

ラ

弁
作
り
で
す

。
一

非
常
勤
教
員
川
島
先
生

一

西
小
に
来
て
早

三
年
。
一

野
菜
作
り
に
も
こ
だ
わ

一

っ
て
い
ま
す

。
一

栄
養
士
江
良
先
生

一

編
み
物
に
興
味
を
も

一

ち
、
最

近
始
め
ま
し

＼

た
。
＼. 

小
曾
根
さ
ん

お
そ
ら
く
校
内
で
一
番
、
電
卓
を
打

一

つ
の
が
早
い
こ
と

！

黒
崎
さ
ん

一

イ

ン
ト
ロ
あ
て
ク
イ
ズ
に
は
自
信

一

が
あ
り
ま
す

口

曲
の
頭
を
少
し
聴
い

一

た
ら
、
だ
い
た
い
わ
か
り
ま
す

。
一

涌
井
さ
ん

釣
り
と

旅
行
と

映
画
が
大
好
き
で
、

一

自
慢

は
健
康
で
あ
る
と

い
う

こ
と

。
一

田
島
さ
ん

一

辺
境
の
地
に
行
っ
て
も
食
べ
て
元

一

気
で
い
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。
＼ r、＼



4 月 2 2 日（金）、本校図書館に

おいて P T A総会が行われました。

前年度の役員より、平成 2 8 年度の

活動及び会計、監査報告があり、また

顧問制度創設に関する規約改正の提案

がありました。 ：ご意見等ございましたら、以下：
今年度の役員からは、活動計画案と予算案が示さ 1

ールアドレ スまで
れ、これらの議題は満場一致で承認され平成 2 9 

領旨 . hilくasaisho.pta@g mail .com 
年度の P T A活動がスタートいたしました 。 d

，編集後記 平成 2 9 年度の広報委員会の活動が始まりました 。 教職員、 PTA の皆さま’

，方やたくさんの方々にご協力をいただき、無事に 1 1 7 号も発行することができました 。 B

，これか らも皆さまに一層楽しんでいただけるような広報誌作りを目指してまいりたいと：
t 思います。 広報委員一同 : 

平成 28 年 6 月 5 日（4)

一
列
目
右
よ
り
一

れ
ぞ
＼

副
会
長
小
山
正
俊
一

女

副
会
長
加
我
淳

一

一

校
長
鈴
木
陽
一
先
生
一

会
長
平
野
秀
忠

一

副
校
長
篠
津
章
子
先
生
一

副
会
長
金
田

’

聡

一

一

二
列
目
右
よ
り
一

劃
会
長
浦
田
和
加
子
一

副
会
長
鎮
崎
麻
紀
子
一

副
会
長
太
田
愛
子
一

副
会
長
天
野
則
子
一

副
会
長
中
島
麻
里
一

副
会
長
蜂
谷
直
子
一

副
会
長
渡
慶
次
里
衣
一

副
会
長
本
閉
ま
ど
か
一

並
子
一

佐
智
子
一

敦
子
先
生
一

由
紀
一

和
美
一

淳
生
先
生
一

め
ぐ
み
一

賀
子
一
千
春
一

i
L
 

平成 2 9 年度

新役員紹介

PTA総会グ

PT A広報
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未
撮
影

副
会
長

副
会
長

監
査

森下高
重崎

再三

先和敏
生人宏


